








IgA 腎症患児に日常生活程度の運動を負荷し、それらの影響を観察した。それらの結果、

運動負荷による尿中のアルブミン量の増加は組織障害が強い症例、臨床的に尿異常所見の

改善がみられない症例において増加する傾向がみられた。このことは、臨床的に活動性が

高い IgA 腎症症例では、組織障害が軽いものにおいても日常生活程度の運動負荷によって

糸球体の透過性が亢進する可能性があることを示唆する所見であると考えられた。


